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私
た
ち
は
何
処
か
ら
何
処
へ
─
起
顕
竟
の
法
門
の
教
化
実
践
報
告
─吉

　本

　光

　良

は
じ
め
に

　

私
の
、
こ
の
発
表
は
、
私
が
私
を
教
化
し
た
実
践
報
告
で
す
。

　

私
は
高
校
で
生
物
、
化
学
、
物
理
を
習
い
。
農
学
部
の
農
業
化
学
科
へ
進
学
し
、
自
然
科
学
的
な
考
え
方
を
学
び
、
製
菓
会
社
に
就
職
、

菓
子
の
開
発
製
造
に
従
事
し
ま
し
た
。
生
家
で
あ
る
寺
の
都
合
で
日
蓮
宗
の
教
師
と
成
る
事
が
要
請
さ
れ
、
立
正
大
学
の
仏
教
学
部
宗
学

科
の
三
年
に
編
入
学
し
ま
し
た
。
仏
教
学
部
の
授
業
は
、
自
然
科
学
と
違
っ
て
、
実
験
実
証
で
証
明
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
ひ
た
す
ら
に
用
語
を
記
憶
、
何
と
か
信
行
道
場
を
出
て
日
蓮
宗
の
教
師
に
な
り
、
卒
業
し
ま
し
た
。

　

寺
に
帰
れ
ば
、
檀
信
徒
へ
向
け
て
の
法
話
・
説
教
が
必
須
で
す
。
自
分
が
信
じ
て
い
な
い
事
は
話
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
仏
教
を
学
び
、

日
蓮
宗
の
教
義
を
学
ぶ
私
・
吉
本
光
良
が
、
自
然
科
学
的
な
考
え
に
染
ま
っ
て
い
る
私
・
吉
本
光
良
を
説
得
、
教
化
す
る
実
践
が
続
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
然
科
学
に
染
ま
っ
た
私
は
中
々
納
得
し
ま
せ
ん
。

　

あ
る
時
、
方
便
品
の
『
仏
知
見
』
と
い
う
言
葉
が
浮
か
び
、「
仏
知
見
と
は
、
仏
の
見
方
、
考
え
方
、
認
識
の
仕
方
で
す
。
仏
の
知
見

で
こ
の
世
の
事
を
考
え
る
の
が
仏
教
で
す
。」
と
、
自
然
科
学
に
染
ま
っ
た
私
の
説
得
を
試
み
ま
し
た
。
自
然
科
学
に
染
ま
っ
た
私
は

「
仏
教
の
基
本
的
考
え
方
で
あ
る
、
輪
廻
転
生
な
ん
て
あ
り
得
な
い
、
有
る
の
だ
っ
た
ら
証
明
し
て
み
ろ
。」
と
、
反
発
し
て
も
、「
そ
れ

は
、
あ
な
た
の
知
見
、
あ
な
た
の
見
方
、
考
え
方
、
認
識
で
す
。」
と
、
反
論
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
こ
の
─
起
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顕
竟
の
法
門
の
教
化
実
践
報
告
─
で
す
。

一
、
塵
点
の
劫
お
し
過
ぎ
て
い
ま
し
こ
の

　妙
の
み
法
に
あ
ひ
ま
つ
り
し
を

　

身
延
山
の
三
門
を
潜
る
と
、
身
延
山
久
遠
寺
の
本
堂
へ
一
直
線
に
登
っ
て
い
く
菩
提
悌
が
見
え
ま
す
。
そ
の
手
前
の
右
側
に
宮
沢
賢
治

の
「
塵
点
の
劫
お
し
過
ぎ
て
い
ま
し
こ
の　

妙
の
み
法
に
あ
ひ
ま
つ
り
し
を
」
と
い
う
句
碑
が
有
り
ま
す
。
こ
の
句
は
、『
雨
ニ
モ
マ
ケ

ズ
』
が
書
か
れ
て
い
た
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
』
の
鉛
筆
さ
し
に
、
鉛
筆
の
代
わ
り
に
丸
め
て
差
し
込
ま
れ
て
い
た
紙
片
に
書
か
れ
て
い

た
句
で
す
。『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
を
、
平
が
な
と
漢
字
を
交
え
て
書
い
て
み
ま
す
。

　
　

雨
に
も
負
け
ず　

風
に
も
負
け
ず　

雪
に
も
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ぬ　

丈
夫
な
体
を
持
ち

　
　

欲
は
無
く　

決
し
て
瞋
ら
ず　

何
時
も
静
か
に
笑
っ
て
い
る

　
　

一
日
に
玄
米
四
合
と　

味
噌
と
少
し
の
野
菜
を
食
べ

　
　

あ
ら
ゆ
る
事
を
自
分
を
勘
定
に
入
れ
ず
に　

良
く
見
聞
し
解
り
、
そ
し
て
忘
れ
ず

　
　

野
原
の
松
の
林
の
陰
の
小
さ
な
萱
葺
き
の
小
屋
に
居
て

　
　

東
に
病
気
の
子
ど
も
有
れ
ば　

行
っ
て　

看
病
し
て
や
り

　
　

西
に
疲
れ
た
母
有
れ
ば　

行
っ
て　

そ
の
稲
の
束
を
負
い

　
　

南
に
死
に
そ
う
な
人
有
れ
ば　

行
っ
て　

恐
が
ら
な
く
て
も
良
い
と
言
い

　
　

北
に
喧
嘩
や
訴
訟
が
有
れ
ば　

つ
ま
ら
な
い
か
ら　

止
め
ろ
と
言
い

　
　

日
照
り
の
時
は　

涙
を
流
し　

寒
さ
の
夏
は　

お
ろ
お
ろ
歩
き

　
　

皆
に
デ
ク
ノ
ボ
ー
と
呼
ば
れ　

褒
め
ら
れ
も
せ
ず　

苦
に
も
さ
れ
ず

　
　

そ
う
い
う
者
に　

私
は
成
り
た
い
。
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そ
し
て
、
こ
の
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
の
、
す
ぐ
後
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
、　

曼
荼
羅
御
本
尊
の
最
上
段
で
す
。

　
　
　
　

南
無
無
邊
行
菩
薩

　
　
　
　

南
無
上
行
菩
薩

　
　
　
　

南
無
多
寶
如
来

　
　

南
無
妙
法
蓮
華
経

　
　
　
　

南
無
釋
迦
牟
尼
佛

　
　
　
　

南
無
淨
行
菩
薩

　
　
　
　

南
無
安
立
行
菩
薩

　

宮
沢
賢
治
は
、
岩
手
県
花
巻
市
の
宮
沢
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
賢
治
は
、
法
華
経
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
の
理
解

者
で
す
。
自
分
が
塵
点
劫
の
昔
、
法
華
経
虚
空
会
の
世
界
で
、
仏
の
誓
願
・
仏
勅
を
受
け
、
法
華
経
の
伝
道
者
と
し
て
、
こ
の
娑
婆
世
界

に
生
ま
れ
た
事
を
、
信
得
・
信
受
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
賢
治
の
作
品
は
法
華
経
の
教
え
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
そ
の
、

法
華
経
の
伝
道
者
と
し
て
の
賢
治
の
理
想
の
姿
こ
そ
が
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
で
す
。
だ
か
ら
、「
南
に
死
に
そ
う
な
人
有
れ
ば　

行
っ
て

　

恐
が
ら
な
く
て
も
良
い
。」、「
お
題
目
を
お
唱
え
し
て
、
一
緒
に
曼
荼
羅
本
尊
の
世
界
、
霊
山
浄
土
へ
行
き
ま
し
ょ
う
ね
。」
と
、
自
信

を
も
っ
て
言
え
る
の
で
し
ょ
う
。「
皆
に
デ
ク
ノ
ボ
ー
と
呼
ば
れ
」
て
も
、「
褒
め
ら
れ
」
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
は

曼
荼
羅
世
界
・
法
華
経
の
浄
土
・
霊
山
浄
土
に
帰
還
で
き
る
の
で
す
か
ら
。
宮
沢
賢
治
は
、
曼
荼
羅
本
尊
の
世
界
か
ら
、
こ
の
娑
婆
世
界

へ
生
ま
れ
、
又
、
曼
荼
羅
本
尊
の
世
界
へ
帰
還
す
る
事
を
人
生
の
目
標
・
自
身
の
信
仰
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

身
延
山
久
遠
寺
の
三
門
を
入
っ
て
、
菩
提
悌
を
登
る
手
前
に
有
る
宮
沢
賢
治
の
句
碑
「
塵
点
の
劫
お
し
過
ぎ
て
い
ま
し
こ
の　

妙
の
み

法
に
あ
ひ
ま
つ
り
し
を
」
は
、

　
「
み
な
さ
ー
ん
。
今
か
ら
向
か
う
身
延
山
久
遠
寺
は
、
日
蓮
聖
人
の
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世
界
、
私
た
ち
の
永
遠
の
故
郷
で
す
。
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私
た
ち
は
、
塵
点
劫
の
遠
い
昔
、
お
釈
迦
様
に
『
法
華
経
を
弘
め
て
下
さ
い
よ
。』
と
依
頼
さ
れ
て
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
生
ま
れ
て
来
た

の
で
す
。
そ
れ
を
、
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。」

と
、
参
拝
者
へ
呼
び
掛
け
て
い
る
の
で
す
。

二
、
立
教
開
宗
七
五
〇
年
『
お
題
目
総
弘
通
運
動
』「
佛
の
子
を
育
て
よ
う
」

　

平
成
五
年
六
月
、
第
十
七
回
中
四
国
教
化
研
究
会
議
の
テ
ー
マ
は
『
意
義
づ
け
よ
う
曼
荼
羅
の
世
界
』。
そ
の
分
散
会
の
問
題
提
起
者

と
し
て
発
題
し
ま
し
た
。

　

今
、
宗
門
で
は
『
お
題
目
総
弘
通
運
動
』「
佛
の
子
を
育
て
よ
う
」
と
し
て
、「
信
仰
の
相
続
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。「
信
仰
の
相

続
」
と
は
、
何
を
相
続
す
る
の
で
し
ょ
う
。
人
は
皆
、
人
生
の
最
後
を
迎
え
ま
す
。
人
生
の
最
終
目
的
地
の
決
定
こ
そ
が
、「
信
仰
の
確

立
」
で
あ
り
、
人
は
、
そ
の
信
仰
の
最
終
目
的
地
の
シ
ン
ボ
ル
を
本
尊
と
し
て
祭
り
、
そ
の
本
尊
の
世
界
へ
行
け
る
事
を
願
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
「
信
仰
の
相
続
」
と
は
、
そ
の
最
終
目
的
地
を
共
に
す
る
事
で
あ
る
と
、
言
え
ま
す
。
今
こ
こ
で
、
私
達
お
題
目
を
唱
え
る
者

の
最
終
目
的
地
『
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世
界
』
を
本
年
度
の
中
四
国
教
研
会
議
で
取
り
上
げ
る
事
は
大
変
に
意
義
深
い
事
で
あ
り
ま
す
。

《
曼
荼
羅
本
尊
の
世
界
と
は
》

　

法
華
経
の
中
の
虚
空
会
説
法
、
十
二
品
で
説
か
れ
る
法
門
を
「
起
顕
竟
の
法
門
」
と
言
い
ま
す
。
釈
尊
滅
後
の
法
華
経
の
弘
通
者
は
誰

か
？
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
（
起
）、
弘
通
者
が
顕
さ
れ
（
顕
）、
そ
の
弘
通
者
に
釈
尊
か
ら
の
依
頼
が
終
わ
る
、
畢
竟
す
る
（
竟
）
の

法
門
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
虚
空
会
の
説
法
の
場
の
姿
こ
そ
が
『
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世
界
』
で
あ
り
ま
す
。

　
「
抑
も
此
の
御
本
尊
は
在
世
五
十
年
の
中
に
は
八
年
、
八
年
の
間
に
も
湧
出
品
よ
り
属
累
品
ま
で
の
八
品
に
顕
れ
給
ふ
な
り
。（
中
略
）

是
れ
全
く
日
蓮
が
自
作
に
あ
ら
ず
、
多
宝
塔
中
大
牟
尼
世
尊
分
身
の
諸
佛
す
り
か
た
ぎ
た
る
本
尊
也
。」（
日
女
御
前
御
返
事
）
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《
曼
荼
羅
本
尊
の
世
界
は
我
々
の
故
郷
》

　

こ
の
娑
婆
世
界
で
釈
尊
の
滅
後
に
こ
の
法
華
経
を
弘
め
る
者
は
四
菩
薩
を
先
頭
と
す
る
地
湧
の
菩
薩
で
あ
り
、
こ
の
地
湧
の
菩
薩
が
末

法
の
始
め
の
五
百
年
の
間
に
出
現
し
、
末
法
の
人
々
の
救
済
に
立
ち
上
が
る
事
が
法
華
経
の
未
来
記
、
予
言
と
し
て
有
り
ま
す
。
こ
の
法

華
経
の
文
を
、
身
を
も
っ
て
実
証
な
さ
っ
た
の
が
日
蓮
聖
人
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
こ
そ
が
法
華
経
の
予
言
に
あ
っ
た
地
湧
の
菩
薩
の
先
頭
、

上
行
菩
薩
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
お
題
目
を
お
唱
え
す
る
者
は
皆
、
あ
の
曼
荼
羅
御
本
尊
の
中
で
釈
尊
に
滅
後
の
法
華
経
の
布
教
を
託
さ

れ
た
地
湧
の
菩
薩
で
あ
り
、
釈
尊
の
久
遠
の
弟
子
と
し
て
、
こ
の
世
に
出
現
し
、
こ
の
世
で
の
使
命
を
果
た
し
て
、
又
あ
の
曼
荼
羅
御
本

尊
の
世
界
へ
帰
っ
て
行
く
菩
薩
で
あ
る
と
お
示
し
で
す
。

　
「
日
蓮
と
同
意
な
ら
ば
地
湧
の
菩
薩
た
ら
ん
か
、
地
湧
の
菩
薩
に
さ
だ
ま
り
な
ば
釈
尊
久
遠
の
弟
子
た
る
事
あ
に
疑
ん
や
、（
略
）
皆
地

湧
の
菩
薩
の
出
現
に
非
ず
ん
ば
唱
え
難
き
題
目
な
り
。」（
諸
法
実
相
鈔
）

《
地
涌
の
菩
薩
の
自
覚
→
信
心
の
確
立
》

　

私
達
は
お
題
目
を
お
唱
え
し
て
、
私
た
ち
の
記
憶
に
は
無
い
遠
い
昔
に
、
こ
の
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世
界
で
久
遠
実
成
の
釈
尊
よ
り
、
こ

の
娑
婆
世
界
で
法
華
経
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
事
を
お
誓
い
し
た
上
行
菩
薩
（
日
蓮
聖
人
）
の
眷
属
（
部
下
）
で
あ
る
事
を
思
い
出
す
、

自
覚
す
る
事
が
第
一
で
す
。

《
地
涌
の
菩
薩
の
使
命
を
実
践
→
安
心
の
確
立
・
現
世
安
穏
》

　

そ
し
て
、
そ
の
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の
使
命
を
実
践
す
る
事
。
即
ち
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
法
華
経
を
弘
め
る
、「
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世

界
、
常
寂
光
土
の
建
設
」
に
励
む
事
が
第
二
。
お
題
目
総
弘
通
運
動
は
当
然
の
務
め
と
言
え
ま
す
。

《
来
世
の
安
心
→
後
生
善
処
→
安
心
立
命
》

　

そ
し
て
、
第
三
が
現
世
で
の
法
華
経
の
広
宣
流
布
・
お
題
目
総
弘
通
運
動
こ
そ
、
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世
界
へ
帰
っ
て
行
け
る
と
い
う
安

心
で
も
あ
り
ま
す
。「
我
よ
り
後
に
来
り
給
は
ん
人
々
は
、
此
車
に
め
さ
れ
て
霊
山
へ
御
出
有
べ
く
候
。
日
蓮
も
同
じ
車
に
乗
て
御
迎
に
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ま
か
り
向
ふ
べ
く
候
。」（
大
白
牛
車
御
消
息
）

　

檀
信
徒
と
共
に
、
こ
の
「
曼
荼
羅
御
本
尊
の
意
義
」
を
改
め
て
確
認
し
合
う
事
は
、
我
が
宗
門
の
信
仰
の
本
筋
を
明
ら
か
に
す
る
事
で

あ
り
、
ま
た
久
遠
実
成
の
釈
尊
へ
の
報
恩
、「
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
」
の
祖
願
の
達
成
へ
向
け
て
の
新
た
な
第
一
歩
に
な
る
事
と
信
じ
ま

す
。

　

平
成
十
四
年
、
宗
門
の
『
お
題
目
総
弘
通
運
動
』
誓
願
に
生
き
る
運
動
は
終
了
し
ま
し
た
。

三
、
降
誕
八
〇
〇
年
『
立
正
安
国
お
題
目
結
縁
運
動
』

　

平
成
十
七
年
四
月
よ
り
、
新
し
い
宗
門
運
動
『
立
正
安
国
お
題
目
結
縁
運
動
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
全
国
布
教
師
会
連
合

会
の
常
任
理
事
を
お
受
け
し
て
い
た
関
係
で
、
日
蓮
宗
の
『
宗
報
』、
平
成
十
九
年
十
一
月
号
に
、「
布
教
の
現
場
か
ら
、『
立
正
安
国
論
』

の
学
習
を
進
め
て
」
と
題
し
て
、
所
感
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、
は
じ
め
に
、

　

平
成
十
八
年
の
秋
か
ら
は
、
管
内
で
も
教
師
の
研
修
会
が
あ
り
『
立
正
安
国
論
』
テ
キ
ス
ト
の
通
読
会
も
あ
り
ま
し
た
。
講
習
会
も
あ

り
ま
し
た
。
有
縁
の
各
地
で
の
講
習
会
へ
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
「
立
正
安
国
論
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
現
代
に

布
教
す
る
の
は
、
時
代
錯
誤
で
あ
る
。
今
、
四
箇
格
言
を
表
に
出
し
て
、
布
教
伝
道
す
る
事
は
時
代
認
識
の
誤
り
で
あ
る
。」
等
々
の
ご

意
見
も
有
り
ま
し
た
。
あ
る
い
は
又
、「『
立
正
安
国
論
』
で
の
布
教
伝
道
は
難
し
い
が
、『
立
正
安
国
』、
則
ち
、
正
法
を
立
て
て
、
国
を

安
ん
じ
る
。
と
い
う
事
な
ら
現
代
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。」
と
言
う
意
見
も
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
。

二
、『
立
正
安
国
論
』
上
奏
の
時
代
背
景
の
概
要
な
ど

三
、『
立
正
安
国
論
』
の
概
要

四
、
日
蓮
聖
人
の
出
家
得
道
の
願
い
と
目
標
は
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日
蓮
聖
人
の
出
家
得
道
の
願
い
と
目
標
は
、『
仏
に
成
っ
て
、
恩
あ
る
人
々
を
救
う
事
』
で
す
。
十
二
才
で
清
澄
山
に
入
ら
れ
、
十
六

才
で
出
家
得
道
、
比
叡
山
で
の
遊
学
を
終
え
、
三
十
二
才
で
の
立
教
開
宗
の
時
に
は
既
に
、
そ
の
成
仏
の
直
道
を
見
出
さ
れ
て
い
た
は
ず

で
す
。
そ
の
、「
仏
に
な
る
教
え
の
直
道
・
明
珠
を
他
宗
と
の
公
場
対
決
の
場
で
披
瀝
す
る
機
会
を
得
る
為
の
行
動
」、
そ
れ
こ
そ
が
、

『
立
正
安
国
論
』
の
上
奏
で
し
た
。
公
場
対
決
は
実
現
せ
ず
、
そ
の
明
珠
を
明
か
す
機
会
は
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
、
佐
渡
島
に
流
罪
に
な
る
事
で
、
ご
自
身
が
法
華
経
の
行
者
、
地
湧
の
菩
薩
の
再
誕
で
あ
る
と
の
確
信
も
得
ら
れ

た
様
で
す
。
そ
し
て
、
等
身
の
大
事
と
し
て
、
佐
渡
流
罪
の
翌
年
『
開
目
抄
』
で
末
法
救
済
の
大
導
師
で
あ
る
上
行
菩
薩
は
、
こ
の
日
蓮

で
あ
ろ
う
と
開
顕
さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
は
『
観
心
本
尊
抄
』
が
著
さ
れ
て
、
末
法
救
済
の
教
え
は
題
目
で
あ
り
、
そ
の
題
目
を
受
持
し
た

時
の
本
尊
の
様
相
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
他
宗
と
の
公
場
対
決
の
場
に
て
披
瀝
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
、
成
仏
の
直
道
・
明
珠
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

五
、
日
蓮
聖
人
の
成
仏
の
直
道
・
明
珠
と
は

　

日
蓮
聖
人
は
、『
開
目
抄
』
で
、『
五
箇
の
鳳
詔
』
を
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。「
宝
塔
品
」
の
三
箇
の
勅
宣
と
、「
提
婆
品
」
の
悪
人

成
仏
と
女
人
成
仏
の
二
箇
の
諌
曉
が
そ
れ
で
す
。
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
、
法
華
経
の
本
仏
の
要
請
に
答
え
て
、
本
仏
の
勅
使
と
な
る
事
、

末
法
に
法
華
経
を
弘
通
す
る
法
華
経
の
行
者
、
地
湧
の
菩
薩
と
成
る
事
が
「
仏
と
成
っ
て
、
恩
あ
る
人
々
を
救
う
道
」
で
あ
り
ま
し
た
。

日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
『
五
箇
の
鳳
詔
』
を
ご
自
身
へ
の
仏
勅
と
受
け
取
ら
れ
、
そ
の
仏
勅
を
成
就
す
る
こ
と
が
成
仏
の
道
で
あ
り
、
知
恩

報
恩
の
唯
一
絶
対
の
道
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
『
五
箇
の
鳳
詔
』
に
よ
っ
て
説
き
始
め
ら
れ
た
教
え
こ
そ
が
、
法
華
経
の
虚
空
会
で
説
か
れ
た
、
末
法
救
済
の
教
え
、
末
法
為
正

の
教
え
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
独
自
の
法
華
経
観
で
あ
り
ま
す
。『
新
尼
御
前
御
返
事
』
の
「
法
華
経
の
中
に
も
迹
門
は
せ
す
ぎ
て
、
宝
塔

よ
り
事
お
こ
（
起
）
り
て
寿
量
品
に
説
き
顕
し
、
神
力
品
嘱
累
に
事
極
り
て
候
」
の
文
か
ら
、
起
顕
竟
の
法
門
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
虚
空
会
の
説
法
の
主
題
は
、
末
法
の
付
属
で
す
。
法
華
経
迹
門
の
流
通
分
で
あ
る
、『
法
師
品
第
十
』
よ
り
始
ま
り
、
仏
の
滅
度
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の
後
の
、
法
華
経
の
弘
通
者
を
勧
募
し
、
弘
通
の
難
事
と
、
弘
通
の
功
徳
の
広
大
さ
を
説
き
、
法
華
経
の
弘
通
を
勧
め
、
そ
の
方
法
を
説

き
ま
す
。
そ
の
迹
門
流
通
分
の
最
後
で
あ
る
『
安
楽
行
品
第
十
四
』
に
説
か
れ
る
の
が
「
髻
中
明
珠
の
喩
」
で
す
。
こ
の
「
髻
中
明
珠
」

こ
そ
が
法
華
経
の
神
髄
で
あ
り
、
真
の
勇
者
、
末
法
の
法
華
経
弘
通
者
に
与
え
ら
れ
る
明
珠
で
あ
り
、「
良
医
治
子
の
喩
」
の
良
薬
で
あ

る
一
念
三
千
の
珠
で
有
り
ま
し
ょ
う
。

六
、
お
わ
り
に

　
「
立
正
安
国
お
題
目
結
縁
運
動
」
が
始
ま
り
、
始
め
に
下
種
が
い
わ
れ
ま
し
た
。
仏
種
に
つ
い
て
は
、『
日
蓮
宗
事
典
』
に
詳
し
く
解
説

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
已
有
善
の
機
と
本
未
有
善
の
機
、
種
熟
脱
の
三
益
、
等
々
。
こ
の
仏
種
と
仏
性
と
の
関
係
も
「
仏
種
の
性
種
と
乘

種
」、「
仏
性
の
正
因
・
了
因
・
縁
因
仏
性
」
と
し
て
、
そ
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
題
目
結
縁
運
動
の
推
進
に
当
た
っ
て
、

日
蓮
宗
の
教
師
全
体
が
心
を
一
つ
に
し
て
邁
進
す
る
必
要
が
有
り
ま
す
。
異
体
同
心
で
の
お
題
目
結
縁
運
動
が
必
要
で
す
。
先
の
「
お
題

目
総
弘
通
運
動
」
の
時
の
様
に
、
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
主
張
し
合
っ
て
は
、「
城
者
と
し
て
城
を
や
ぶ
る
が
如
し
」
で
あ
り
ま
す
。

今
一
度
、『
宗
義
大
綱
読
本
』
を
紐
解
き
、
日
蓮
宗
教
師
の
一
人
一
人
が
、
宗
義
大
綱
を
共
通
理
解
す
べ
き
時
で
す
。
日
蓮
聖
人
の
教
学

を
再
確
認
す
べ
き
時
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
一
年
二
月
号
と
、
平
成
二
十
二
年
五
月
号
に
所
感
を
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

四
、
起
顕
竟
の
法
門
の
教
化
実
践

　

以
上
の
様
に
、
私
が
檀
信
徒
や
一
般
の
人
へ
向
け
て
お
話
し
し
て
い
る
起
顕
竟
の
法
門
の
教
化
実
践
と
は
、

　
　

� 

「
日
蓮
聖
人
こ
そ
が
法
華
経
の
予
言
に
あ
っ
た
地
湧
の
菩
薩
の
先
頭
、
上
行
菩
薩
で
あ
り
、
私
た
ち
お
題
目
を
お
唱
え
す
る
者
は
皆
、

あ
の
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世
界
で
釈
尊
に
滅
後
の
法
華
経
の
布
教
を
託
さ
れ
た
地
湧
の
菩
薩
で
あ
り
、
釈
尊
の
久
遠
の
弟
子
と
し
て
、

こ
の
世
に
出
現
し
、
こ
の
世
で
の
使
命
を
果
た
し
て
、
又
あ
の
曼
荼
羅
御
本
尊
の
世
界
へ
帰
っ
て
行
く
菩
薩
で
あ
る
。」、
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と
い
う
事
で
す
。

　

昭
和
の
終
わ
り
こ
ろ
、
名
古
屋
の
長
谷
川
正
徳
僧
正
が
、
山
口
県
の
巡
回
布
教
に
来
ら
れ
て
、
お
説
教
さ
れ
ま
し
た
。
曰
く
、

　

�　
「
天
台
宗
や
法
華
経
迹
門
の
教
え
は
、
仏
性
開
発
の
教
え
で
す
。
従
因
至
果
の
法
門
で
す
。『
皆
が
仏
に
成
れ
る
の
だ
か
ら
、
仏
道
修

行
に
励
ん
で
、
皆
で
仏
に
成
り
ま
し
ょ
う
。』
と
言
う
教
え
で
す
。『
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
。』
教
え
。
日
蓮
宗
の
教
え
、
法

華
経
本
門
の
教
え
は
、
従
果
向
因
の
法
門
で
す
。『
仏
に
成
っ
て
、
菩
薩
に
成
っ
て
、
菩
薩
に
な
る
道
、
菩
薩
道
に
励
む
。』
と
言
う
教

え
。『
天
命
に
従
っ
て
人
事
を
尽
く
す
。』
と
い
う
教
え
で
す
。」

　

今
、
私
た
ち
が
学
校
で
習
う
命
の
学
問
、
生
命
学
は
自
然
科
学
と
し
て
の
生
命
学
で
す
。
私
も
五
十
年
前
、
宮
崎
の
大
学
で
生
物
化
学

や
有
機
化
学
を
習
い
ま
し
た
。
定
量
分
析
と
定
性
分
析
、
実
験
を
繰
り
返
し
て
、
同
じ
量
と
同
じ
性
質
を
示
す
事
を
積
み
上
げ
て
、
科
学

的
証
明
と
す
る
学
問
で
す
。
誰
が
実
験
を
し
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
学
問
で
す
。
そ
れ
が
例
え
、
宗
教
で
あ

っ
て
も
、
民
族
の
伝
承
で
あ
っ
て
も
、
科
学
的
に
証
明
の
出
来
な
い
、
生
命
観
は
学
校
で
は
教
え
ま
せ
ん
。
学
校
で
教
え
ら
れ
る
の
は
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
と
生
命
の
発
生
学
、
生
殖
学
で
す
。
私
た
ち
人
間
の
遠
い
先
祖
は
、
サ
ル
な
の
で
す
。

　

葬
儀
や
通
夜
、
年
回
法
事
な
ど
で
、
仏
教
の
基
本
的
な
生
命
観
で
あ
る
輪
廻
転
生
の
話
や
、
仏
教
式
葬
儀
式
の
意
味
や
、
そ
の
建
前
を

説
明
す
る
と
、
納
得
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
信
じ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
、
仏
知
見
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
説
明

し
ま
す
。

　

� 

「
仏
知
見
と
は
仏
の
知
見
、
仏
が
見
る
こ
の
世
の
見
方
、
考
え
方
で
す
。
私
た
ち
の
と
は
違
っ
た
も
の
の
見
方
で
す
。
そ
の
仏
の
知
見

で
私
た
ち
を
見
れ
ば
、
永
遠
に
輪
廻
転
生
し
て
い
る
命
な
の
で
す
。」

と
、
そ
れ
で
も
話
の
後
で
、「
輪
廻
転
生
は
無
い
で
す
よ
ね
。
前
世
の
記
憶
が
無
い
の
だ
か
ら
、
輪
廻
転
生
は
方
便
で
す
よ
ね
。」
と
、
真

面
目
に
聞
か
れ
る
日
蓮
宗
の
教
師
も
居
ま
す
。
自
然
科
学
の
悪
業
の
因
縁
が
、
日
蓮
宗
の
教
師
に
ま
で
蔓
延
し
て
い
る
様
で
す
。
も
っ
と

心
を
柔
和
に
し
て
、
色
々
な
見
方
、
考
え
方
で
心
豊
か
な
人
生
を
お
勧
め
し
た
い
も
の
で
す
。�

合
掌
。
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現
在
使
用
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
、
以
下
の
も
の
で
す
。
本
日
ご
参
加
の
皆
様
に
配
布
し
ま
す
。

①�　

平
成
五
年
、
吉
本
光
良
が
著
述
し
、
日
蓮
宗
山
口
県
教
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
発
行
し
た
曼
荼
羅
世
界
の
学
習
書
、『
何
処
か
ら
、
あ
な

た
は
、
何
処
へ
（
日
女
御
前
御
返
事
の
解
説
）』�

�

資
料
①

②�　

平
成
十
五
年
、
東
京
国
立
博
物
館
に
て
『
大
日
蓮
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
広
島
県
・
妙
政
寺
所
蔵
の
宝
塔
絵
曼
荼

羅
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
曼
荼
羅
御
本
尊
の
諸
尊
が
絵
解
き
さ
れ
、
そ
の
下
の
部
分
に
武
家
の
夫
婦
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
曼
荼

羅
世
界
へ
の
帰
還
の
具
体
例
と
し
て
、
こ
の
写
真
を
コ
ピ
ー
し
て
、
使
用
し
ま
す
。『
大
日
蓮
展
』
一
二
六
ペ
ー
ジ��

�

資
料
②

③�　

平
成
二
十
年
、
宗
門
よ
り
『
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
』
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、『
霊
山
往
詣
』
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
蓮
聖
人
の
お
手
紙
で
曼
荼
羅
本
尊
の
世
界
へ
の
帰
還
が
確
約
さ
れ
た
証
明
と
し
て
、
使
い
ま
す
。�

�

資
料
③

④�　

日
本
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
仏
教
式
葬
儀
の
基
本
的
な
考
え
や
、
七
日
忌
の
お
経
の
事
、
盆
や
正
月
に
ご
先
祖
様
が
帰
っ
て
く
る
事

な
ど
を
羅
列
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
通
夜
や
初
七
日
の
法
話
で
使
用
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す��

�

資
料
④
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